
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ さくらんぼの故郷 「道の駅・寒河江」 ～ チェリーランド ～ 

【施設の状況写真】 
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山形県の内陸と庄内を結ぶ国道 112 号。その交通要

所に位置する寒河江市にあり、東北一の規模と施設

誇る「道の駅・寒河江」ﾁｪﾘｰﾗﾝﾄﾞは、寒河江市及びそ
施設の利用写真】 

観光資源としての利用状況】 

高速交通時代に対応するため、寒河江市のビ

した「チェリーランド」は、さくらんぼをモチーフに

寒河江川沿いに位置し、月山・葉山をはじめ蔵

北一の規模と施設を誇る当該施設には、日本

んぼ 116種 210本が植えられた「国際チェリー

工芸品・名産品が揃っています。 

観光物産振興の拠点として、また文化、国際交

、年間約 ５ ０万人が訪れるチェリーランド。そ

拠点として広く利用されています。 

の周辺地域の観光拠点となっています。 

ﾝﾄが開催

す。 
ﾁｪﾘｰﾗﾝﾄﾞ内には、さくらんぼ原産国であり寒河江市の姉

妹都市であるトルコ共和国の記念館があります。トルコの

建築家が設計を行い、オスマントルコ時代の建物を再現

したものです。ﾁｪﾘｰﾗﾝﾄﾞのｼﾝﾎﾞﾙとして親しまれていま
す。 

ﾞ

◆山形県内の工芸品・名産品そして味が一堂に集まった観光物

産ｾﾝﾀｰ。ﾚｽﾄﾗﾝ、大広間、会議堂には、1,000人が収容でき、ま

た「ﾁｪﾘｰﾄﾞｰﾑ」「臨川亭」「さくらんぼ会館」では各種展示会やｲﾍ
されます。 

ｲ
◆国道 112 号月山道路で村山地方と庄内地方を通行するﾄﾞﾗ

ﾊﾞｰの休憩施設及び道路情報収集施設として活用されていま
ッグプロジェクトとして平成 ４年 ５月にオープ

したテーマパークです。 

王・朝日連峰の山々を一望できる立地条件と、

初のさくらんぼ資料館「さくらんぼ会館」や、さく

パーク」をはじめとした様々な施設や、山形県内

流の拠点として、他にないユニークな施設があ

の約 ４割は県外からの来場者で、広域的な観



（ 様式 ２ ）

テーマ さくらんぼの故郷 「道の駅・寒河江」 ～ チェリーランド ～ 

【社会資本の基礎データ】 

○名称      「道の駅・寒河江」 ～ チェリーランド ～ 

○所在地     山形県寒河江市大字八鍬字川原 ９ ９ －  ６  

○事業名     ふるさとづくり特別対策事業 

○事業主体   山形県寒河江市 

○事業期間    平成元年～平成 ４年 

【社会資本の役割・効果】 
 
「道の駅・寒河江」 ～チェリーランド ～は、村山地方と庄内地方を結ぶ主要幹線である国道

112 号の交通要所にも位置していることから、高速道路や月山道路などの道路情報収集施設と
して、またドライバーの休憩施設として大いに活用されております。 
また、寒河江市は全国的にも有名なさくらんぼの産地であり、チェリーランドは「サクランボ狩

り」や、様々な観光果樹園の総合案内所（さくらんぼ会館内）となっていることから、多くの観光客

が県内はもとより、関東方面や甲信越方面からも訪れており、広域的な観光拠点として活用され

ています。 
平成１ ６年度の統計に拠れば、年間約 ５ ０万人が訪れており、およそ ４割が県外からの来

場者となっています。 
【位置図】 

 

【関連ホームページ】  

寒河江市   http://www.city.sagae.yamagata.jp/ 
道の駅・寒河江 http://www.roadstation.net/yamagata/ya03.html 



 


